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緒言 

現代では、乳酸を用いたトレーニングが多く活用さ

れている。特に競泳では、乳酸カーブテストを積極的

にトレーニングに取り入れているところが多い。競泳

では、４泳法の泳ぎ方が存在する。血中乳酸値は、

距離や測定者、泳種目によって異なることが報告さ

れている。そこで、疲労感が強いバタフライと比較的

長く泳ぎ続けることができるクロールの２種目に注目

した。 

本研究では、この異なる２種目間に血中乳酸値の

違いを見られるのかを目的とした。 

 

方法 

被験者は、健康な高校生男子競泳選手６名（年齢

１６.３±０.５歳、身長１７２.３±２.１ｃｍ、体重６９.７±

１.２ｋｇ）で、日頃から充分にトレーニングを行ってい

る選手達である。被験者はそれぞれ専門種目によっ

てクロール群３名、バタフライ群３名の２群に分けた。 

被験者には２００ｍ×４本（１本目～３本目は６分の

インターバル、４本目は１０分のインターバル）を実施

させ、ディセンディング形式で１本ずつタイムを上げ

てくるよう指示した。被験者は約３０分間のウォーミン

グアップを行い、その後測定を行った。測定項目は、

血中乳酸値・タイム・心拍数の３項目で、それぞれ１

本泳ぎ終わる毎に測定した。 

 

結果 

二元配置（対応のない因子と対応のある因子）の

分散分析の結果、バタフライとクロール間に交互作用

があり（ｐ＝０.００５）、バタフライとクロールにおける血

中乳酸濃度の変化のパターンは異なることがわかっ

た。次に、各実施本数におけるバタフライとクロール

の種目間の血中乳酸濃度に差があるか否か、ウイル

コクスン順位和検定によって調べた。その結果、どの

実施本数においてもそれらの種目間の血中乳酸濃

度に統計的な有意差は見られなかった。（１本目：ｐ

＝１.０、２本目：ｐ＝０.４、３本目：ｐ＝０.１、４本目：ｐ

＝０.１）しかし、結果をグラフで比較したところ、４本

目に明らかな差が見られる。双方の血中乳酸値の平

均値を比べてみると、１本目の乳酸値はほぼ変わら

ないが、２本目、３本目、４本目と本数を重ねるごとに

バタフライの乳酸値のほうが高くなっている。 

 

考察 

血中乳酸値の変化から、クロールよりバタフライの

方が乳酸を産生させやすい泳ぎであると考えられる。

この原因には、クロールとバタフライの泳法に関わり

がある。クロールは上肢、及び下肢を左右交互に動

かすのに対し、バタフライは常に左右対称に動かす

泳法である。そのため、２種目間では泳動作に必要と

される主動筋が異なり、エネルギー効率も異なる。 

また、バタフライは両手で水を掻き、１ストロークに

身体を上げる動作を必ず行う、加速・減速の大きい

種目である。一方クロールは、片方ずつ手を回し、ロ

ーリング（肩を前に出す動作）によって１ストロークをス

ムーズに泳ぐことができ、上下運動が少ない種目で

ある。したがって、クロールよりバタフライの方がエネ

ルギーを消失しやすく、乳酸を産生させやすい泳ぎ

であると考えられる。 

 

結論 

統計処理の結果、クロールとバタフライの種目間に

おける有意差は見られなかったが、グラフにおける比

較では差が見られた。バタフライは、泳ぎのメカニズ

ムから、体力を必要とし、乳酸を産生させやすい泳ぎ

であることが示唆された。そのため、トレーニング時に

は、そのことを考慮したメニュー作りが必要となる。ト

レーニング時には、バタフライだけで泳ぎ込むのでは

なく、他の種目を混ぜながら泳ぐことで効率的なトレ

ーニングができると考える。 

今回、被験者が６名と少なかったため統計処理に

よる有意差が見られなかったが、多くの被験者を対

象にした研究を行うことで、より明確な研究が実現で

きるであろう。今後、更なる研究が必要であると思わ

れる。 

 


